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緒言	 

	 平成 26 年度及び平成 27 年度に（社）プラズ

マ・核融合学会に研究調査専門委員会(14-01:	 

先進急伸基盤技術を用いた小型汎用核融合炉

方式の検討)を設置[1]して戴き,	 中小規模事

業所をターゲットとした小型汎用炉に関する

検討を行っております.	 近年急速に発展して

きた要素基盤技術に関する情報を集約し,	 こ

れらを設計ベースとした核融合炉方式を新旧

問わず広く検討することで指針を構築するこ

とを目的とし,	 現状領域の確認と成立要件に

関して調査を行っております.	 超伝導技術に

よる高電力効率化,	 超強磁場技術による 700テ

スラ級の室内利用化,	 研磨・コーティング技術

による	 35	 MV/m	 級強電界形成,	 100	 TV/m	 級大

強度レーザー技術,	 高効率粒子線加速器等,	 

個別基盤技術開発の急速な発展は目覚ましい

ものがあります.	 現在,	 D-T	 反応を核融合発電

の主体として様々な研究が推進されておりま

すが,	 上記基盤技術の成果により更なる高エ

ネルギー粒子の生成・制御が可能となり,	 D-D

や	 D-3He	 等の核反応プロセスに関する実用的

自由度の拡大が期待できます.	 トーラス系核

融合炉,	 レーザー・慣性核融合炉はもとより,	 

これらに続く方式で１万~10 万 KW クラスの中

小規模発電とその汎用化を対象とし,	 プラズ

マ・核融合及び粒子線加速器の有識者と民間か

ら委員を募ることで,	 ITER	 等大規模集中型発

電と相補関係を築き相乗効果となるような方

向性を見出せるように,	 関連研究を推進して

いきたく思っております.	 	 

図：	 電源規模概要 
	 

電力情勢	 

	 日本の電力事情は,	 石炭により先進的国家

へ,	 石油による高度経済成長,	 原子力発電に

よる脱化石燃料化,	 再生可能エネルギーによ

る脱長期廃棄物管理等の歩みを続けて参りま

した.	 2011年3月に起こりました原発における

事象もあり,	 家庭用から中小規模までの太陽

光発電も普及しつつあります.	 核融合発電は,	 

原子力に較べて核廃棄物が少なくカスケード

反応がない分,	 比較的安全な電源となり得ま

すが,	 殆どの核融合炉において一次電源が不

可欠であります.	 この意味で,	 核融合炉は電

力増幅という見方をしてもよいかと考えます.	 

幸い,	 国策等により各地にKW~MW級の再生可

能エネルギーに基づく発電設備が増えてきま

した.	 そういった電源を中小規模事業所用（1

万~10万KW）の一次電源とし,	 増幅する形をと

れれば,	 発電効率が劣る設計になったとして

も,	 社会生活に役立てる電源のひとつとなり
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得ると考えます.	 ITER	 をはじめとする一局集

中大規模発電所に加え,	 小規模多局発電の検

討を進めたく思っております.	 近年は,	 用途

の多様化,	 ディジタル的な即時給電の用途に

対応するパルス出力の需要もあると思われま

す.	 小出力炉の役割は,	 上記のような実用レ

ベルのものだけでなく,	 IFMIF	 のような	 GW級

核融合炉の各種評価試験器としても用いるこ

とが可能と考えます.	 副題に示したパルス化

により,	 出力制御の自由度を拡大し様々な用

途が可能となればと期待しております.	 炉の

パルス出力化は,	 瞬時出力粒子束が増えるた

め,	 耐久構造材料等の重要課題が立ち塞がっ

ており,	 今後の各所における開発研究に依存

するところが大きいです.	 他方,	 基礎物理研	 

	 
表： 2015年9月の発電量と消費燃料の概要 [2] 

 

	 

 
図：	 つくば市近郊の中小規模太陽光設備（数字はパネル

面積概算[単位	 10m2]~[KW]：2015年10月28日までの調査

分.	 研究機関,	 戸建用を除く）.	 

究におけるMW級高エネルギー粒子線加速器や

高周波源の高効率化に関する進展により,	 指

向性荷電粒子群の電気変換技術も進歩を遂げ

てきており,	 非中性子キャリアの核反応過程

により指向性出力,	 電磁誘導による電力変換

の技術も期待できます.	 既にGW級発電炉での

検討は行われており,	 ピックアップの消耗問

題が難航要因と結論されております[3]が,	 小

出力においてはその可能性が残るところとも

感じます.	 これに限らず,	 様々な可能性を検

討していきたく思っております.	 
	 

結言  
	 本会は,	 福井大学主導で開催されました量

子ビーム応用研究会における原子力・高エネル

ギー加速器の検討を引継いでおります.	 広い

観点で見直すため,	 昨年度,	 理工学から経済

学までの講演を戴いたセミナー「中小規模汎用

エネルギー・発電への取り組み（第１回・社会

とエネルギー）」を開催しました[4].	 これら

の研究会等の協議内容を踏襲し情報をまとめ

る場を設けたく思っております.	 核融合研究

開始当初から今に至るまで,	 様々な場で同様

の研究がなされてきているかと察します.	 よ

り広い観点から様々な分野の研究を直視する

ため,	 皆様のご経験・ご意見を伺うべく,	 シン

ポジウムを開催したく思っております.	 
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